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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費の回復には依然として弱さが見られるものの、雇用環

境の改善や企業収益の底堅さから、景気は全体として緩やかな回復基調となりました。 

物流業界におきましては、貨物取扱量が伸び悩むなか、ドライバー不足や競争の激化などにより依然として厳

しい経営環境が続きました。 

このような状況下にあって、当社グループは新潟県見附市、長野県松本市、三重県鈴鹿市、埼玉県小川町、熊

本県菊陽町、石川県白山市、群馬県太田市に倉庫及び作業所を新増設し、奈良県大和郡山市、岐阜県可児市に土

地を取得するなど業務拡大に向けた積極的な設備投資と営業活動を推進してまいりました。その結果、売上高は

前年同期比 3.7％増の 1,336 億 73 百万円となりました。 

営業利益につきましては、業務の効率化などにより前年同期比 8.6％増の 135 億８百万円となりました。 

経常利益につきましては、前年同期比 9.7％増の 144 億 62 百万円となりました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同期比 15.0％増の 98 億 89 百万円となりました。 

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

① 運送事業 

貨物取扱量の微増により、売上高は前年同期比 1.2％増の 635 億 48 百万円となりました。営業利益は、減

価償却費の増加などにより前年同期比 2.2％減の 32 億 59 百万円となりました。 

② 倉庫事業 

積極的な設備投資と営業活動を推進してまいりましたが、売上高は前年同期比 0.7％増の 198 億 65 百万円

にとどまりました。 営業利益は、減価償却費の増加があったものの、保管効率の向上などにより前年同期比

4.9％増の 44 億 93 百万円となりました。 

③ 梱包事業 

業務量の増加により、売上高は前年同期比 9.3％増の 315 億 33 百万円となりました。営業利益は、増収効

果や業務の効率化などにより前年同期比 25.4％増の 26 億 35 百万円となりました。 

④ テスト事業 

業務量の増加により、売上高は前年同期比 10.7％増の 145 億 82 百万円となりました。営業利益は、増収

効果などにより前年同期比 33.1％増の 25 億 86 百万円となりました。 

 

 

（2) 財政状態に関する説明 

① 資産 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は 715 億 53 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 63 億

34百万円増加いたしました。これは主に有価証券が 32億 99 百万円、受取手形及び売掛金が 11 億 69 百万円、

現金及び預金が 10 億 96 百万円それぞれ増加したことによるものであります。、固定資産は 2,026 億８百万

円となり、前連結会計年度末に比べ 135 億 28 百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が 98 億 91

百万円、投資有価証券が 32 億 75 百万円増加したことによるものであります。 

この結果、総資産は 2,741 億 61 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 198 億 63 百万円増加いたしまし

た。 
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② 負債 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は 417 億 19 百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億

68 百万円増加いたしました。これは主に営業外電子記録債務が 17 億 40 百万円、短期借入金が 15 億円、

その他のうちの預り金が 12 億 87 百万円それぞれ増加した一方、未払法人税等が 21 億 32 百万円、賞与引

当金が 16 億 87 百万円それぞれ減少したことによるものであります。固定負債は 646 億 88 百万円となり、

前連結会計年度末に比べ 112 億３百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が 99 億 46 百万円、繰

延税金負債が 11 億 19 百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

この結果、負債合計は 1,064 億８百万円となり、前連結会計年度末に比べ 116 億 71 百万円増加いたしま

した。 

 

   ③ 純資産 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は 1,677 億 53 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 81

億 91 百万円増加いたしました。これは主に利益剰余金が 60 億 74 百万円、その他有価証券評価差額金が

21 億 63 百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は 61.1%（前連結会計年度末は 62.6%）となりました。 

 

    

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成 28 年５月６日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくため、実際の業績は今後様々な要

因により記載の予想の数値と異なる可能性があります。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
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  (3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

   会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 92 百万円

増加しております。 

 

(4) 追加情報 

   （繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。 

 

   （連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

従来、連結子会社のうち、決算日が 12 月 31 日であった日梱物流（中国）有限公司については、同日現在の財務

諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりました。この度、連

結財務情報のより適正な開示を図るため、第１四半期連結会計期間より、連結決算日に本決算に準じた仮決算を行

う方法に変更しております。この変更に伴い、当第３四半期連結累計期間は平成 28 年１月１日から平成 28 年 12

月 31 日までの 12 ヶ月間を連結し、連結損益計算書を通して調整しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 14,139 15,235 

受取手形及び売掛金 33,677 34,846 

有価証券 13,199 16,499 

商品及び製品 8 5 

原材料及び貯蔵品 331 405 

繰延税金資産 1,715 1,718 

その他 2,151 2,850 

貸倒引当金 △5 △8 

流動資産合計 65,219 71,553 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 60,464 67,412 

機械装置及び運搬具（純額） 7,776 8,355 

工具、器具及び備品（純額） 1,242 1,164 

土地 81,191 84,019 

リース資産（純額） 539 489 

建設仮勘定 5,170 4,835 

有形固定資産合計 156,385 166,276 

無形固定資産 1,609 1,946 

投資その他の資産    

投資有価証券 23,774 27,049 

長期貸付金 540 493 

退職給付に係る資産 12 13 

繰延税金資産 2,289 2,252 

その他 4,557 4,659 

貸倒引当金 △90 △83 

投資その他の資産合計 31,083 34,384 

固定資産合計 189,079 202,608 

資産合計 254,298 274,161 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,054 10,151 

電子記録債務 3,840 3,977 

短期借入金 2,072 3,572 

リース債務 133 129 

未払法人税等 4,290 2,157 

賞与引当金 3,298 1,610 

役員賞与引当金 155 136 

設備関係支払手形 544 458 

営業外電子記録債務 5,372 7,112 

災害損失引当金 － 2 

その他 11,488 12,410 

流動負債合計 41,250 41,719 

固定負債    

社債 20,000 20,000 

長期借入金 20,554 30,500 

リース債務 445 401 

繰延税金負債 4,487 5,606 

退職給付に係る負債 6,288 6,347 

役員退職慰労引当金 256 263 

その他 1,453 1,570 

固定負債合計 53,485 64,688 

負債合計 94,736 106,408 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,316 11,316 

資本剰余金 12,332 12,332 

利益剰余金 128,170 134,244 

自己株式 △1,139 △1,192 

株主資本合計 150,679 156,700 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,550 11,713 

為替換算調整勘定 137 △98 

退職給付に係る調整累計額 △1,194 △930 

その他の包括利益累計額合計 8,494 10,684 

新株予約権 297 277 

非支配株主持分 90 90 

純資産合計 159,561 167,753 

負債純資産合計 254,298 274,161 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 128,900 133,673 

売上原価 109,899 113,589 

売上総利益 19,001 20,083 

販売費及び一般管理費 6,564 6,574 

営業利益 12,436 13,508 

営業外収益    

受取利息 128 56 

受取配当金 393 406 

受取賃貸料 71 76 

持分法による投資利益 222 372 

雑収入 288 386 

営業外収益合計 1,104 1,297 

営業外費用    

支払利息 153 134 

為替差損 159 159 

雑支出 46 50 

営業外費用合計 358 344 

経常利益 13,182 14,462 

特別利益    

固定資産売却益 79 101 

投資有価証券売却益 － 401 

特別利益合計 79 502 

特別損失    

固定資産売却損 14 25 

固定資産除却損 40 4 

投資有価証券評価損 123 － 

投資有価証券売却損 － 0 

減損損失 19 1 

災害による損失 － 254 

特別損失合計 197 286 

税金等調整前四半期純利益 13,064 14,678 

法人税等 4,457 4,784 

四半期純利益 8,607 9,894 

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 5 

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,601 9,889 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 8,607 9,894 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △110 2,163 

為替換算調整勘定 △1,100 △176 

退職給付に係る調整額 204 263 

持分法適用会社に対する持分相当額 △139 △58 

その他の包括利益合計 △1,145 2,190 

四半期包括利益 7,461 12,085 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 7,450 12,079 

非支配株主に係る四半期包括利益 11 5 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

 （四半期連結損益計算書関係） 

    災害による損失は、熊本地震に関連する損失であり、内訳は次のとおりであります。 

 

建物・設備等の原状回復費用等 249百万円 

その他復旧等に係る費用 5 百万円 

計 254百万円 

    上記金額には、災害損失引当金繰入額 2 百万円を含んでおります。 

    

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

セグメント情報 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                  (単位:百万円)  

 
報告セグメント 

 その他 

 (注) 
 合計 

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業  計 

売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

         

62,815 

 

177 

 

 

19,725 

 

213 

 

 

28,854 

 

433 

 

 

13,176 

 

1 

         

 

124,572 

 

826 

 

 

4,327 

 

1,219 

 

 

128,900 

 

2,045 

 

計 62,993 19,939 29,287 13,178 125,398 5,547 130,946 

セグメント利益 3,331 4,282 2,101 1,944 11,660 682 12,342 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 

                                         (単位:百万円)  

利益 金額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

その他の調整額(注) 

11,660 

682 

94 

四半期連結損益計算書の営業利益 12,436 

 （注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

                                  (単位:百万円)  

 
報告セグメント 

 その他 

 (注) 
 合計 

運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業  計 

売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 

         

63,548 

 

246 

 

 

19,865 

 

243 

 

 

31,533 

 

342 

 

 

14,582 

 

1 

         

 

129,530 

 

833 

 

 

4,143 

 

1,043 

 

 

133,673 

 

1,876 

 

計 63,795 20,108 31,875 14,584 130,363 5,186 135,550 

セグメント利益 3,259 4,493 2,635 2,586 12,975 377 13,353 

 （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含んで

おります。 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の主な内容 

（差異調整に関する事項） 

 

                                           (単位:百万円)  

利益 金額 

報告セグメント計 

「その他」の区分の利益 

その他の調整額(注) 

12,975 

377 

155 

四半期連結損益計算書の営業利益 13,508 

 （注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 
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